
2.学位取得者と論文題目

京都大学博士 (理学)

木場礼子 (課程)

論文題目:ExperimentalStudiesonⅥsualSex

DiscriminationinJapaneseMonkeys(ニホンザルにおけ
る視覚性弁別課題を用いた性の認知の実験的研

究)

THAUNGHtike(課程)

論文題目:PaleontologicalanalysisorSuidaeand

Hippopotamidae(Mammalia,Artiodactyla)fromthe
NeogeneorcentralMyanmar(ミャンマー中部における新

第三紀のイノシシとカバの古生物学的解析)

RIZALDI(視程)

論文脳目:Behavioraladjustm'entofJapanesemacaquesin

theprocessorrankacquisitionandsuccessiveaggression

(ニホンザルの順位獲得および連続攻撃時における行動

のULTJ節)

京都大学修士 (理学)

小介匡俊
論文旭 日:個別ケージ飼育ニホンザルにおける視覚環

!iEに対するエンリッチメント手法の開発 :動画提示の検

肘

小野敬治
冨IG文相口:注意シフトの継時変化

的地文保

陥文脱臼:サルのリズム学習

小薮大輔

論文題 目:コロブス亜科霊長類における頭骨形態変異

と食性適応

持田玲子

冨la文は口:手書き文字における自己の知覚:ERPによる

検討

橋本亜井

論文題目:1-4歳児の句末助詞 ｢かな｣の使用と理解

原揮牧子

論文題 目:ニホンザルにおけるアカンボウ運搬行動に

影響する要因

松岡絵里子

論文題 目:ニホンザルにおけるオ トナオスとコドモの

社会関係

3.外国人研究員

外国人研究員 (客員分)

氏名:DoraBiro(オース トリア共和国)
受入区分:思考言語分野客員准教授

研究課題:チンパンジーの認知:個別コンピュータ課脳

とそれを通じた社会的交渉

招-い期間:2007年4月 1日～2007年6月30日

氏名:BunjongratRuengwit(タイ王国)
受入区分:形態進化分野客員准教授

研究課題:タイに分布するテナガザルの系統地理学と

冨警 芸冨:2.0,午,月l｡～2｡.,午,A,A｡

氏名:TatyanaHumle(アメリカ合衆国)
受入区分:思考言語分野客員准教授

研究課題:霊長類の社会的知性の生態 ･行動 ･発達的視

点からの研究

描-い期間:2007年 10月 1日～平成20年9月30日

招-い外国人学者 ･外国人共同研究者

氏名:LEO,NataliePuiLin(オース トラリア連邦,クイー

ンズランド大学ボスドク研究者)
受入教員:景山節

研究内容:霊長類のシラミと共生細菌,およびシラミに

より感染する細菌の進化史

描-い期間:2005年7月 1日～2007年5月 19日

氏名:GARCIA,CecileM.C.(フランス共和国,中央国立

科学研究センター研究員)
受入教員:MichaelA.Huffman

研究内容:メスニホンザルにおける社会的順位,繁殖状
態や健康状態と糞中のコルチゾール量の動態に関する

研究

招-い期間:2006年8月 16日～2008年2月 14日

氏名:HERNANDEZ,AlexanderD.(フロリダ国際大学客

員研究者)
受入教員:MichaelA.Huffman

研究内容:屋久島におけるニホンザルと寄生虫を支え

る食物網の構造とエネルギー論に関する研究

招-い期間:2006年9月29日～2008年9月28日

氏名:JA〔:OBS,AmandThomas(フランス共和国,スト

ラスプルグ大学博士課程学生)
受入教員:渡逸邦夫

研究内容:ニホンザルの移動にかかわる集団としての

意思決定機構

描-い期間:2007年 10月 1日～2009年3月31日

氏名:MASHCHENKO,Evgeny(ロシア連邦,ロシア科学

アカデミー古生物学研究所主任研究員)
受入教員:高井正成

研究内容:ロシアと日本で見つかっているオナガザル
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上科化石の比較研究を行う

捕-い3別間:2007年6月 1日～2007年6月 11日

氏名:LECA,Jean･Baptiste(フランス共和国,ルイ ･パス
トゥール大学研充n)

受入教fl:MichaelA.HunTman
研究内容:ニホンザルの文化一石遊びに関する飼育下

の災験と長和に波る野外研兜

捕-い和rl":2007年 11J128日～2009年 11月27日

4.日本人研究員 ･研修員

日本学術振興会特別研究員(pD)

氏名:打越万喜子

受入教員:松沢哲郎

研究題目:思春期テナガザルの異性の歌に対する

感受性一感覚性強化の認知実験

受入期間:2005年4月 1日～2008年3月31日

氏名:川合 (久保)南海子
受入教員:正南信93

研究掴日:加齢にともなう表象の操作能力の変化

と脳機憶に関する突放的研死

受入期間:2005年4月 1日～2007年9j130日

氏名:伊村知子

受入教員:友永雅己

研究題目:比較認知発達の観点からみた絵所的奥

行知覚:運動情報と視点の影野

受入期間:2007年4月 1日～2010年3月31日

氏名:江成広斗

受入教員:渡過邦夫

研究題目:白神山地における社会一環暁間脳とし

ての猿害解決を目的とした佃域械断的研兜

受入期間:2007年4月 1日～2010年3月31日

氏名:糎額大輔

受入教員:三上章允

研究題目:皮質一視床下核投射 (ハイパー征接路)

が運動の制御において米たす機能の解nJl

受入期間:2007年4月 1日～2010年-3月31日

受託研究員

氏名:細川和也

.受入教員:中村伸

研究題目:サルモデルでのバイオメディカル研究

受入期間:2007年4月 1日～2008年3月31日

研究生

氏名:Macintosh,AndrewJamesJonathan
受入教員:MichaelAlanHum1an
研究題目:ニホンザルにおける自己触鵬管理及び

自己治旅行動

受入和問:2007年4月 1日～2007年9月30日

非常勤研究員

氏名:隅水大輔

研究課題:霊長類におけるエナメル室の微細構造と食

性の関連

所属分野:形態進化分野

研究期間:2007年4月 1日～2008年3月31日
一般に,より ｢堅い｣食物を食べる動物は,効率的に

食物を岨曝し,かつ歯のダメージを少なくするために,

より ｢頑丈な｣歯を持つ必要がある.従来,厚いエナメ
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ル質を持つ歯がすなわち ｢頑丈な｣歯であるというイメ

ージがあった.そのためより厚いエナメル質を持つ動

物はより ｢堅い｣食物を食べ,より薄いエナメル質を持

つ動物はより ｢やわらかい｣食物を食べているという推

丑がよくなされてきた.エナメル質は生体内でもっと

も硬度が高い物質である.しかしその半面,骨や象牙質

に比べてもろく壊れやすい.つまりエナメル質が厚い

ということは一本の歯に占めるもろく壊れやすい物質

の割合が増えるということであり,単純に厚いエナメ

ル質を持つ歯が壊れにくいということにはならない.

エナメル質内のたんぱく質の量が増えれば脆性は低く

なるが硬度も低くなるため,エナメル質は壊れにくく

なるが嘆耗しやすくなる.物質の成分および外形を変

えずに脆性を低くするのは,その物質の微細構造を変

えることで実現できる.エナメル質は発生時に形成さ

れるプリズムと呼ばれる柱状の物質の集合体であり,

荷iE方向により変形し易さに違いが生じる.そのため,

唆耗小面とエナメル小柱の位置関係によりP交耗小面の

物里的!i･性が異なる可能性がある.力学シミュレーショ

ンによる研究から,嘆耗小面とエナメル小柱のなす角

度が虹州 こ近いほど変形しにくく,また,0度から45度

の周でLiも磨り減り難く,45度から60度でもっとも磨

り減りやすいことが指摘されている.

そこで,現生及び化石のヒヒ連2属3種 (i.e.Macaca

jlLSCatajiJSCata,T77erOPL'thecusgelada,Theropt'thecus
oslt-a/all),化石人類2属2種 (i.e.ParanthropusTVbustus,

AzIStra/opL'thecusafricanus),化石イノシシl属 l種 (i.e.
polEunochoenJSPOrCuS)について,破断面から詳細印象を

とり, 'LLLt子顕微鏡を用いて破断面の詳細印象を観察し,

写1'川13;.Jの後,唆耗小面とエナメル小柱のなす角度を
計測した.計測に用いたり交耗小面は上顎および下顎の

節-から節三大臼歯のsupportingcusps(protocone,

hypocone,protoconid,hypoconid)とguidingcusps(paracone,

metacone,metaconid,entconid)である.

その結果,AustralopL'thecusafrlcanus,Macacafuscata

fLLSCata,T77erOPithecusgelada,Theropithecusoswaldiでは,

攻耗′ト面とエナメル小柱のなす角度はsupportingcusps

で70度から85度,guidi.ngcuspsで30度から45度であ
り,Paraf7thropusrobustusでは,両方の側で75度前後,
potamochoenJSPOrCuSでは,両方の側で45度から60度

であった.つまりA.africanus,M.fuscata,Tgelada,T

oswaldiの大臼歯はより耐嘆耗性に優れており,P

roblLSttlSの大臼歯はより硬く変形し難いことを示してい

る.言い換えればprobustusの大臼歯は

puncture-Crushingに適しており,A.africanus,M.fuscata,T

gelada,Toswaldiの大臼歯はshearing-に適しているとい
える.

氏名:針貝美樹

研究課題:感覚受容体を対象とした霊長類のポストゲ

ノム研究

所属分野:遺伝子情報分野

研究期間:2007年4月 1日～2008年3月31日
このプロジェクトでは,霊長類が外部情報を取り入

れる上で必要な視覚･喚覚 ･味覚などの感覚受容体を対

象として,霊長類のポス トゲノム研究を推進した.当研

究員の研究成果として,視覚 ･喚覚分野において霊長類

と外部環境の相互作用の迫伝的･分子的基盤の一端をつ

かむことができた.

(1)視覚光受容体ロドプシンのアミノ酸配列と構造安

定性の相関

霊長類を含む多くの脊椎動物の網膜には,蒔明視を

担う梓体と昼間視･色覚を担う錐体の二種煩の視細胞が

存在する.梓体視細胞には光受容タンパク質としてロ

ドプシンが存在し,光刺激がないときには自発的な活

性化を抑え,光刺激に応じて高効率に細胞の応答を生

じるシステムが成立している.一方,錐体では梓体に比

べて自発的な活性化が多く,この差がわずかな光刺激

を検出する梓体との差になっていると考えられている.

本研究では,ウシとカニクイザルのロドプシンと赤錐

体光受容タンパク質の薬剤に対する安定性を比較する

ことにより,タンパク質の安定性に関与するアミノ酸

残基を同定することを試みた.その結果,膜貫通領域に

存在する複数のアミノ酸残基が協同的に作用すること

により,タンパク質の薬剤安定性に対する差を生じて

いることを兄いだした.

(2)ガスクロマ トグラフィー連動型質量分析計

(GC-MS)によるキツネザル喚覚に関与する分泌物

の探索

原猿類は,個体間や集団間でのコミュニケーション

に喚覚を用いていることが知られている.例えば,ワオ

キツネザルは繁殖期を中心に上腕部に存在する央脱か

らの分泌物を周囲とのコミュニケーションに利用する.

そこで,ワオキツネザルなどの臭腺周辺部から分泌物

を収集し,これらをGC-MSにより網羅的に分析した.

その結果,個体間や種間で分泌量が異なる物質を数種

類同定することができた.本研究は,財団法人進化生物

学研究所宗近功先生との共同研究によるものであり,

この場を借りてお礼を申し上げます.

氏名:竹元博幸

研究課題:放飼場飼育ニホンザルによる樹皮食選択と

植物化学成分の相関関係の解析

所属分野:人類進化モデル研究センター

研究期間:2007年4月 1日～2008年3月31日
既におこなった京都大学霊長類研究所第4放飼場の

樹皮食調査から,ニホンザルの樹皮食は樹種によって

選択性が異なることがわかった (竹元ほか.2005.｢ニホ
ンザルによる樹皮食害-樹皮食の選択性と人工構築物

の影響について-｣サルと森との共生条件.京都大学並

長類研究所人類進化モデル研究センター･東京大学愛知

演習林 共同研究報告書,p89-100).今回,採食の選択性

(現存畳に対する採食量の割合)が高いサカキ (CIeyara/
japonL'ca)と低いヒサカキ (Eutyajaponica)に着目して
分析を行なった.

両種は同じツバキ科の常緑小高木で,樹皮の特徴も

似ていることから,選択性の違いは樹皮の化学成分に

起因すると考えられる.そこで一般栄養分析およびタ

ンニンの分析をおこない,両種を比較した.一般成分に

ついては,両種に大きな違いは見られなかわた.サカキ

はヒサカキに比べややタンパク含丑が低く,タンパク/

粗繊維比もヒサカキの11.7に対し,10.8と低かった.一
般成分の分析結果からは,ヒサカキがサカキよりも巡
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択性が低い理由は特にないと思われる.両種の樹皮の

タンニン含血には追いが見られた.サカキ(平均0.47%)

はヒサカキ (平均0.87%)よりもタンニン含量が低かっ

た (U検定､Z=-1.96､p<0.05).多くの晴乳類はタンニ
ンの打する渋みを忌避することが報告されており,飼

育ニホンザルも同様の傾向をもっていると考えられる.

また,野生ニホンザルにおいても冬季,樹皮が重要な食

物となっている地域もあり,好まれる樹柾がある程度

決まっている.このような樹皮食の選択性には,カロリ

ーやタンパク照合爪だけでなく,タンニン柳などの二
次代糾177?.物が形竹を及ぼしている可碓性も考えられる.

この結果は日本生憤学会において発表を行なった(竹

元何事,大沼学,山内志乃,千田友和,邪田荘子,松林

清明 (2008)ニホンザルによる放飼場内植生の樹皮食と
選択性.節55回日本生態学会福岡大会 (2008年3月,宿

岡).大会要旨集,141).

その他,ニホンザル飼育による放飼場環境の変化を

追跡調査し,好適な飼育環境としての放飼場植生の維

持の方法を考察するため,ニホンザル導入前の林が残

されている小野洞キャンパスの第7放飼場でも毎木調査

を行った.

研修員

氏名:早川祥子

研修題目:DNAによる霊長類社会構造の再柄築

受入教員:MichaelAlanHumIlan

研修期間:2007年4月 1日～2007年9月30日

氏名:船越美穂

研修題目:中部山岳地帯に生息する野生ニホンザ

ルの生態

受入教員:渡逸邦夫

研修期間:2007年4月 1日～2007年9月30日

5.研究集会

所内談話会

第 1回:2007年4月 18日(水)

影山龍一郎 (京大ウイルス研究所)
｢形態形成を制御する転写因子ネットワーク｣ I

第2回:2007年5月 10日(木)

DoraBiro(思考言語分野)

｢collectivedecision一makinginanimalgroups:thehoming

plgeOnaSanexperimentalparadigm｣

節3回:2007年5月23日(水)

LeszekKarczmarski(南アフリカ,プレトリア大学噂乳類

研究所)

rsocialDynamicsofanInsularDclphinidPopulation:The

SpinnerDolphinModel｣

第4回:2007年6月27日(水)

SreeKanthaswamy(カリフォルニア大学デービス校)

rMonkeyGeneticsandDoggieForensicsJ

第5回:2007年10月 18日(木)

NikolausTrqje(クイーンズ大学心理学部)
｢Ⅵsualdetectionoranimatemotion｣

第6回:2007年10月22日(刀)

NicholasHumphery(ロンドン大学)

｢Thenecessityofconsciousness･Whyhumanzombies

wouldbeanevolutionarydeadend｣

第7回:2008年2月18日(刀)

MichaelD.Gumert(シンガポール,ナンヤン工科大学)

｢TheroleorgroomlnglnmaCaqueSOCialmarket｣
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2007年度霊長類学総合ゼミナール Imterdisciplimary
seminaronprimatology2007

日時:2007年 12月21日 (金)10:00-18:20
会場:犬山国際観光センターフロイデ 会議室 1

発表:24件

<口頭発表>

テーマ:サル学の最前線 んなぜその研究を行うのか

～ ThefrontofPrimatology～Whatismyintentionof

thestudy?～

1) 山本真也 yJM OTOShinya(思考言語分野/大学
院生)互恵性の進化的基盤の解明にむけて:チンパ

ンジーでの行動実験 Evolutionofreciprocity:斤oma
comparatives山dywithchimpanzees
2) 山口智恵子 YJu4AGUCHIChieko(認知学習分野/大

学院生)相手の視認性と音声の有無がマ-モセッ
トの発声行動に与える影響 Effectsofothers'

visibilityandvocalpresenceon血evocalbehaviorin
commonmarmosets

3) 鈴木真理子 SUzUKIMariko(社会構造分野/大学院

生)ひとりばっちにならないために 一移動とコ

ミュニケーションーGroupmovementinprimates

4) 弧鵬 zHANGPeng (ニホンザル野外観察施設/大

学院生)四川金糸猫の重層社会について
Multi-levelsocietyortheSichuamsnub一mosedmonkey
5) 石川直樹･IsHIKAWANaoki(行動発現分野/大学院生)
多様な神経細胞が,脳の複雑な機能を生み出す

Variousneuronsproducethecomplicatedfunctionsof
thebrain

6) 桧垣小百合 HIGAKISayuri(器官調節分野/大学院
生)閉経マカクサルにおける脳と生殖器官の加齢

研究 Brainandreproductiveaginginmenopausal
maCaqueS

<ポスター発表>

1) 川合静 KAwAISizuka(集団迫伝分野/大学院生)

マカクのミトコンドリア迫伝子の比較 comparison
ofmitochondrialDNAgenomeofmacaques

2) 賓藤梓 sAITOAzusa(集団遺伝分野/大学院生)ニ
ホンザルとタイワンザルの交雑に関する集団遺伝

学的研究 Apopulationgeneticstudyon山e
hybridizationbetweenJapanesemacaques(Macaca
fLISCa(a)andTaiwanesemacaques(Macacagclopt'S)
3) ジン･マウン･マウン･ティン ZINMaungMaung

Thein(系統発生分野/大学院生)ミャンマーにお
ける鮮新世一更新世噛乳類動物相の変遷
Plio-PleistoceneMammalianFaunalTransitionin

Myanmar
4) 伊藤毅 ITOTsuyoshi(系統発生分野/大学院生)cT
を用いたベトナム北部の更新世マカク頭骨化石の

形態学的研究 Morphologicalstudyorthefわssil
MacaqueskullorPleistocene,NorthVietnumusingCT

5) ○ジャマン･モハメド･フイロジ JAMAN

MohammadFiroj(生態機構分野/大学院生),マイ

ケル ･ハフマン MichaelHUFFMAN(生態機構分野

/教員)Asocio-ecologicalstudyonrhesusmacaque
(Macacamulat(a):comparisonofbehavioralactivity

acrossdifferentenvironmentalconditionsandfood

availability(researchplanandprogress)
6) 神田恵 KANDAMegumi(社会構造分野/大学院生)
ニホンザルはグルーミング交渉における不公平の

補償を行っているのか?DoJapanesemacaq㌣es
(Macacafuscata)Compensatealackofgroomlnginthe
previousinteraction?

7) 揮田晶子 SAWiDAAkiko(社会構造分野/大学院生)

ニホンザルのタンパク質摂取必要丑の検証 Daily
proteinrequirementintheJapanesemacaque(Macaca
fuscata)

8) 伊藤祐康 ITOHiroyasu(認知学習分野/大学院生)
読みが苦手な子-の,文章色分けによる療育方法検

討 Howdoesthetextseparatedbycolorsimprove
readabilityofdyslexicchildren7

9) 井上紗奈 INOUESana(思考言語分野/教務補佐員)
子どもチンパンジーにおける数字系列記憶

Workingmemoryofnumeralsinyoungchimpanzees
10)○ラウラ･マルチネス LauraMARTINEZ(思考言語分

野/大学院生),松沢哲郎 MATSUZAWATetsuro(思考

言語分野/教員)preliminarystudyonacquisitionof
anaudio-visualmatching-to-sampletaskbynaive
chimpanzees

ll)｡佐藤義明 SATOYoshiaki(思考言語分野/大学院

生),林美里 HAYASHIMisato(比較認知発達研究部
門/教員)チンパンジーにおける場所をめぐる駆

け引き Tacticsamongchimpanzees(Panfrog/odytes)
tooccupyfわodresources

12)兼子峰明 KANEKOTakaaki(思考言語分野/大学院

生)チンパンジーにおける自己作用検知
Sensitivityofself-agencyinChimpanzees

13)○狩野文浩 KANOUFumihiro(思考言語分野/大学

院生),田中正之 TANAKAMasayuki(思考言語分野

/教員),友永雅己 ToMONAGAMasaki(思考言語分
野/教員)系列再認課題を用いたチンパンジーの

情動記憶の検討 E血ancedrecognitionoremotional
stimuliinthechimpanzee

14)o山梨裕美 ⅦMANASHIYumi(京都大学理学部/学

部生),林美里 HAYASHIMisato(比較認知発達研究
部門/教員)認知実験中のチンパンジー:自己指向
性行動 ｢スクラッチ｣と ｢こする｣に着目して

Inferringchimpanzeesemotionalstatesfrom
self-directedbehaviour:emotionaldifferencebetween

scratchingandrubbingduringthecognitivetasks
15)平井大地 HIRAIDaichi(行動発現分野/大学院生)
トレードオフ条件下における行動選択に関わる脳

内機構の解明 Neuronalmechanismordecision

makingintrade-offcondition
16)酒井朋子 SAKAITomoko(行動発現分野/大学院生)
チンパンジーの乳幼児期における前頭前野の発達

Mappingofprefrontaldevelopmentduringinfancyand
childhoodinchimpanzees

17)禰占雅史 NEJlMEMasafumi(行動発現分野/大学院
生)内側側頭葉と背外側前頭前野を繋ぐ多シナプ
ス神経回路の機能的役割 Functionalroleor

polysynapticneuralcircuitsfrommedialtemporallobe
todorsolateralprefrontalcortex.

18)山崎彩夏 YAMANASHISaika(東京農工大学/大学院

生),鈴木樹理 SUzUKIJuri(人類進化モデル研究セ

ンター/教員),上野吉- UENOYoshikazu(東山助
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椀物同),武田庄平 TAKED̂ Shouhei(東京R%工大学
/故il),料.托英俊 KUROTORIHidetoshi(多摩動物公

開)飼訂下オランウータンにおける.物理的環境エ
ンリッチメントの行動学的 ･生理学的分析

BehavioralandphysiologlCalanalysisorphysical
environmentalenrichmentincaptiveorangutans(Po17gO
FygmaeZIS)

出足和学総合ゼミナールは,研究所内ティーチン

グ･アシスタントを中心とした大学院生が企耐および迎

営にあたっている.形式は自由で大学院生に委ねられ

ており,本年度も例年どおりミニシンポジウムのかた

ちでおこなった.その目的は,若手研究者が各自の研死

成果ないし研究計画を報告することで,学術的な交流

を深めることにある.とくに,博士論文や修士論文の発

表の機会をもたない学年には,所内にひろく自分の研

究を紹介するよい機会となる.また,各分野でおこなわ

れているゼミナールとは異なり,ふだん研究発表を聴

く機会のない他分野との交流も目的としている.博士

後期課程2年目の大学院生が,博士論文の中間報告を兼
ねた口頭発表をおこない,修士課程 1年および博士後期

課程 1年の大学院生がポスター発表をおこなった.また,

ポスター発表において若手研究員や所外などからの参

加を積極的に呼びかけた.本年度は,盃長煩研究所の改

修工事の影響により,例年会場として使用している本

棟大会議室に代わり,犬山国際観光センタ_- 『フロイ

デ』の会議室を使用した.工事の影響で離散を余儀なく

された大学院生および教員が,一同に会する貴志な機

会となると同時に,発表者や参加者が見識を高める意

義深い研究会となった.なお,霊長類学系の修士課程お

よび博士後期課程の大学院生には単位が認定されるも

のである.

(m :張鵬,酒井朋子,小倉匡俊,橋本亜井)

(文Idf:橋本亜井)

ⅠⅤ グローバルCOEとしての活動

本年度のよりあらたに21世紀coEのあととして採択

され引き続き,生物学専攻が一体となって,生物多様性

をゲノムの観点から研究･教育の推進をおこなうことと

なった.博士課程大学院生をRA として雇用し,プロジ
ェクト推進のステップアップのための設備の充実をお

こなった.

(文責:正高信男)
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